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２  議題 

（ １ ） 入学者選考に関する こ と （ 探究学習重視型）  

 

 

 

（ ２ ） 教育内容に関する こ と （ 探究学習重視型）  

 

 

 

（ ３ ） 教職員配置に関する こ と  

 

 

 

３  閉会 

 

 

 

 

 

【 配布資料】  

・ 資料１ ： 中高一貫教育の導入（ 探究学習重視型） に向けた検討事項 

・ 資料２ ： 入学者選考に関する こ と （ 探究学習重視型）  

・ 資料３ ： 教育内容に関する こ と （ 探究学習重視型）  

・ 資料４ ： 教職員配置に関する こ と  



中高一貫教育の導入（ 探究学習重視型） に向けた検討事項 
 
論点１  入学者選考に関する こ と ・ ・ ・ 第１ 回部会( ５ /23) ・ 第２ 回部会（ 本日） 

第３ 回部会（ ９ 月）  
 

（ 背景・ 基本的な考え方）  

○ 国の考え方は、 平成９ 年の答申や国会審議での附帯決議において、「 受験エ

リ ート 校化や受験競争の低年齢化が懸念さ れる こ と から 、公立学校（ 中等教育

学校・ 併設型中学校） での入学者選抜では学力検査は行わない」 と し ている 。 

〇 し かし ながら 、 教育方針やカリ キュ ラ ムを理解し た生徒に入学し ても ら う

ため、必要最低限の選考を行う 必要がある こ と から 、受験テク ニッ ク や知識量

を測る のではなく 、探究心や課題解決力、共感力、意欲を確認する ための入学

者選考を行う 。  

○ 入学者選考においては、思考力、判断力、表現力等を総合的に測る 適性検査

を行う 。   
[検討内容]   

  入学者選考の実施日程、選考方法（ 適性検査や面接の実施方法、調査書の取扱い

など）、 選考基準、 出願時の提出書類、 入学検定料など。  

 
論点２  教育内容に関する こ と ・ ・ ・ 第２ 回部会（ 本日）・ 第３ 回部会（ ９ 月）  

 

（ 背景・ 基本的な考え方）  

○ 中高一貫教育導入のねら いである「 チェ ンジ・ メ ーカーを育てる 」 を実現す

る ための教育内容。  

○ 学校教育法施行規則において、 中学校の標準授業時数は週２ ９ 時間。  

○ 中高一貫校は、特例制度によ り 、週２ ９ 時間を超えて授業を実施する こ と が

可能。  
 
 [検討内容] 

 導入校の特色、 教育課程（ 総授業時間数、 各教科の時間数）、 日課表（ 登下校時

間など） など。  

 
論点３  部活動に関する こ と ・ ・ ・ 第３ 回部会（ ９ 月）  

（ 背景）  

○ 併設中学校は全体で６ 学級（ 明和高校は９ 学級） と 小規模で生徒数が少な

い。 体育館は新設する ため占用でき る が、 グラ ウ ンド や武道場等は高校と の

共用。      
 [検討内容] 

  併設中学校における 部活動の在り 方（ 地域移行・ 地域連携を含む）  

  
論点４  学校給食に関する こ と ・ ・ ・ 第３ 回部会（ ９ 月）  

（ 背景・ 基本的な考え方）  

○ 併設中学校では、 学校給食を提供する 。  

○ 調理場を設置し ないこ と から 、 地元市町村の給食センタ ー又は民間給食事

業者から の提供と する 。  

○ 高校においても 、 希望する 生徒に昼食の提供を行う 。  
 

[検討内容]  

  併設中学校ごと の学校給食の提供方法 

 
論点５  教職員配置に関する こ と ・ ・ ・ 第１ 回部会( ５ /23) ・ 第２ 回部会（ 本日） 
（ １ ） 併設中学校の教職員配置 

（ 基本的な考え方）  

○ 中高一貫校の教育内容の実施に必要と なる 教職員を配置する 。  
 

  [検討内容]  

  開校初年度から 学校完成時ま での職種ごと の教職員の配置人数、 教科別の教員

数、 中学校教員と 高校教員の内訳 
 

（ ２ ） 開校準備員の配置 

（ 基本的な考え方）  

○ 開校の前年度（ ２ ０ ２ ４ 年度） に、 校内体制、 年間行事予定、 各種指導計画 

などを作成 → 教員を配置 

○ 必要物品の購入、 各種契約業務 → 事務職員を配置 
 

  [検討内容]  

   開校準備員の人数、 職種、 勤務場所 

 
論点６  学校名に関する こ と ・ ・ ・ 第３ 回部会（ ９ 月）   

○ 学校名は、 各導入校の意見を聴取のう え、 教育委員会において決定する 。  

[学校名のイ メ ージ]  

タ イ プ別の中高一貫校の名称 
※ 明和高校に当てはめた場合のイ メ ージ例 

全国８ ９ 校の 
タ イ プ別学校数 

Ａ タ イ プ 愛知県立明和中学校・ 高等学校 ４ ７ 校  

Ｂ タ イ プ 愛知県立明和高等学校・ 附属中学校 ３ ６    

Ｃ タ イ プ 
愛知県立○○中学校 

愛知県立明和高等学校 
６    

  

資 料 １  

資料２  

資料４  

資料３  



１  
 

１  「 愛知県 中高一貫教育導入方針」 における 入学者の選考方法 

( 1)  適性検査 

  ・ 出題は、 小学校学習指導要領の範囲内と し 、 思考力、 判断力、 表現力、 課題解決力等を

総合的に測る 。  

( 2)  面接 
  ・ 中高の６ 年間学び続ける 意欲や志望動機、 適性、 コ ミ ュ ニケーショ ン能力など を見る 。  

( 3)  調査書 

  ・ 調査書の内容や取扱いについては、 小学校現場の負担も 配慮し ながら 、 今後検討する 。  

( 4)  その他 

  ・ 明和高校の併設中学校（ 音楽コ ース ） は、 実技検査を実施する 。  

  ・ 抽選の導入の有無は、 今後検討する 。  

 

２  第一回部会（ 2023 年５ 月 23 日） における 入学者選考に関する 委
員の意見 

( 1)  受験の過熱化 

  ・  小学生は、 教科横断的な問題に慣れていない。  

国立・ 私立の受験対策と 、 教科横断的な問題の受験対策の両方が行われ、 小学生に 

負荷がかかる のでは。  

  ・  小学校６ 年生が、 受験対策のために欠席し ないよ う な手立ても 考えても ら いたい。  

・  面接のためのト レ ーニングがなさ れる のでは。  

  ・  保護者説明会では、 入学者選考のねら いをし っかり 説明し ても ら いたい。  

( 2)  適性検査や面接の方法 

  ・  基礎・ 基本のレ ベルにする と 、 点数に差がつかないのでは。  

  ・  学校の方針やメ ッ セージを打ち出すために、 導入校ごと に問題や配点比率を変える こ

と が考えら れる のでは。  

  ・  面接で探究心などの力を見出すためには、 一定の面接時間が必要。  

( 3)  実施時期 

  ・  新年度の準備を進める ため、 入学者を早く 決めても ら いたい。  

 

 

３  入学者選考方法のイ メ ージ 

( 1)  チェ ンジ・ メ ーカーの育成をねら いと し た探究学習重視型の中高

一貫校に適し た入学者選考と する 。  

①  適性検査では、 小学校教育の成果を測る も のと する 。  

受験テク ニッ ク や知識量を測る のではなく 、 知識・ 技能を活用し た思考

力・ 判断力・ 表現力・ 課題解決力を測る 。  

受験対策によ る 過熱化を抑える ため、 適性検査は、 過度に難し い問題を

出題し ない。（ 例： 長文記述や、 素早い情報処理が必要な問題など）  

②  面接では、 チェ ンジ・ メ ーカーの育成や探究学習にと っ て重要な

資質をし っ かり と 見る 。  

導入校の教育方針やカリ キュ ラ ムを理解し 、 中高６ 年間にわたって

探究の学びを続けていこ う と する 意欲を見る 。  

 ＜資質の例＞ 

・ 様々なこ と に興味をも って課題を見つけ出し 、 解決に向けてと こ と ん

突き 止めよ う と する 「 探究心」  

・ 自分が当たり 前ではなく 多様な考え方がある こ と を理解し 、 互いのよ

さ を生かし ながら 物事に取り 組も う と する 「 共感力」「 寛容性」  

・ 困難なこ と に対し ても 諦めず、 よ り よ い解決に向けて取り 組も う と す

る 「 粘り 強さ 」  

 

( 2)  教員に過大な負担をかけないも のと する 。  

愛知県内の国立・ 私立中学校における 調査書の活用状況を参考にし て、

直近の通知表の写し の提出で可能と する など、 小学校現場への負担が抑え

ら れる 仕組みと する 。  

 

   入学者選考に関する こ と （ 探究学習重視型）  
資 料 ２  

論点１  



 
 

論点２  教育内容に関する こ と （ 探究学習重視型）  

１  中高一貫教育導入のねら い（ 愛知県 中高一貫教育導入方針）  

社会が加速度的に変化し 続け、将来の予測が極めて難し い時代において、様々な人

と 協働し ながら 、答えのない課題に対し て、失敗を恐れずにチャ レ ンジし 、社会に変

化を起こ す「 チェ ン ジ・ メ ーカー」 を育成する 。  

 

２  探究学習を重視する ねら い 

・ 現代の社会は、解決すべき 問題が多方面に広がって複雑に絡み合っ ており 、答えが

一つに定ま ら ず、 容易に解決に至ら ないこ と が多い。  

・ 探究学習は、そう し た問題と 向き 合って、 生徒自身が自分で問題を設定し 、 その問

題を 解決する ために情報を収集・ 分析し 、自分がま と めた意見や考えを 交換し たり

協働し たり し ながら 、最適な答えや、自他と も に納得でき る 答えを見出すこ と を目

指し て進める 学習活動である 。  

・ 探究学習を 重視し た中高６ 年間のゆと り ある カリ キュ ラ ムを 編成する こ と で、 よ

り 良い答えを探すため、異なる 立場の人と 多様な角度から 話し 合い、互いの良さ を

生かし ながら 粘り 強く 課題解決に取り 組むこ と が可能と なる 。  

・ 探究学習重視型の中高一貫校では、 探究学習を 通し て、 多様性を尊重し 、 互いの良

さ を 生かし ながら 、粘り 強く 課題解決に取り 組み、よ り 良い社会を実現し よ う と す

る 力を育て、 チェ ン ジ・ メ ーカーの育成につなげていく 。  

 

３  探究学習重視型における 目指す人間像 

〇 答えのない課題に対し て、 問いを立て続ける こ と ができ る 人 

〇 多様性を尊重し 、 互いの良さ を生かすこ と ができ る 人 

〇 積極的にチャ レ ンジし 、 粘り 強く 取組むこ と ができ る 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  中高６ 年間を 通し て伸ばし たい力 

① 答えのない課題に対し て、 問いを立て続ける こ と ができ る 力 

・ 答えのない課題に向き 合う ためには、 自分が疑問に思ったこ と に対し て、 問いを

立て、 考え続ける 姿勢が必要と なる 。 ま た、 解決を目指す過程を通し て高めら れ

た知識や技能、 思考力等を生かし て、 さ ら なる 疑問に対し て、 再び問いを立て、

考え続ける 姿勢が大切であり 、その過程を繰り 返し ていく こ と が、よ り よ い答え

を見出すこ と につながっていく 。  

・ そう し たこ と から 、 答えのない課題に対し て、 問いを 立て続ける こ と ができ る 力

を伸ばし ていく 。  

② 多様性を尊重し 、 互いの良さ を 生かすこ と ができ る 力 

・ よ り 良い社会を実現し ていく ためには、 様々な人が、 知識や経験、 価値観、 個性

を持ち寄り ながら 、 協働し て取り 組んでいく こ と が必要と なる 。  

・ そのため、多様性を尊重し 、互いの良さ を 生かすこ と ができ る 力を 伸ばし ていく 。 

③ 積極的にチャ レ ンジし 、 粘り 強く 取組むこ と ができ る 力 

・ 将来の予測が難し い社会の中では、 あら ゆる 場面で、 決ま った答えのない困難な

課題が待ち受けている 。  

・ そう し た課題に主体的に向き 合い、 失敗を恐れず、 積極的にチャ レ ンジし 、 粘り

強く 取組むこ と ができ る 力を 伸ばし ていく 。  

 

５  「 中高６ 年間を通し て伸ばし たい力」 を育む取組例（ イ メ ージ）  

・ 授業の中で生ま れた疑問に対し て、時間をかけて、し っかり と 追究でき る よ う にす

る 。  

・ 大学や企業、 研究所と の交流を通し て、 外部の様々な取組に触れる 。  

・ ディ ベート やプレ ゼンテーショ ンにおいて、立場の異なる 人の意見を聞いたり 、多

様な角度から 話し 合ったり する 。  

・ フ ィ ールド ワ ーク において、 現地に足を運び、 様々な人の話を聞く など し て、 自分

の考えを確認する 。  

・ 学校行事や生徒会活動において、 生徒主体でよ り 良い企画と なる よ う に協働し て

取り 組む。  

  ・ ・ ・  

 ⇒こ れら の取組の充実を図る こ と で、 生徒自身が成長でき る よ う にする 。  

資 料 ３  論点２  



論点５   教 職 員配 置 に 関 す る こ と  
 
１  津島併設中学校（ 国際バカロ レア導入校） について 

 ○ 国際バカロ レアについては、 １ 学級２ ５ 人程度以下ですべての教科の授業を行う 必要がある。  

○ そのため、 生活集団と し ての学級は４ ０ 人編制と する が、 学習集団と し ての学級は少人数編制で行う 。  

    １ 学年の定員・ ・ ・ ２ 学級８ ０ 人 ⇒ 授業は３ 学級（ １ 学級当たり ２ ６ ～２ ７ 人） で実施 
 

【 第１ 回部会時のイ メ ージ】  

 

 【 今部会のイ メ ージ】  

 

資 料 ４  

●印は変更点

　【開校１年目】 ２学級 単位：人 　【開校１年目】 ３学級相当 単位：人

国語 数学 理科 社会 外国語 保体 音楽 美術 技術 家庭 国語 数学 理科 社会 外国語 保体 音楽 美術 技術 家庭

小中 1 1 1 1 1 1 1 1 7 1 9 小中 1 1 1 1 1 1 1 1 7 1 9

高校 1 1 1 兼 兼 兼 3 兼 1 兼 4 高校 1 1 2 兼 兼 兼 4 兼 1 兼 5

計 1 2 2 1 1 2 1 1 担任 10 1 1 13 計 1 2 2 1 1 3 1 1 担任 11 1 1 14

○ ●

○  外国語の高校教員１名が、国際バカロレアに関するコーディネーターの役割を担うことを想定 ○  外国語の高校教員１名が、国際バカロレアに関するコーディネーターの役割を担うことを想定

○ ○

○ ○

　【開校２年目】 ４学級 単位：人 　【開校２年目】 ６学級相当 単位：人

国語 数学 理科 社会 外国語 保体 音楽 美術 技術 家庭 国語 数学 理科 社会 外国語 保体 音楽 美術 技術 家庭

小中 1 1 1 1 1 1 1 1 7 1 9 小中 1 1 1 1 1 1 1 1 7 1 9

高校 1 1 1 2 兼 兼 兼 5 兼 1 兼 6 高校 1 1 1 1 2 1 兼 兼 兼 7 兼 1 兼 8

計 1 2 2 2 1 3 1 1 担任 12 1 1 15 計 1 2 2 2 2 3 2 1 担任 14 1 1 17

　【開校３年目】 ６学級 単位：人 　【開校３年目】 ９学級相当 単位：人

国語 数学 理科 社会 外国語 保体 音楽 美術 技術 家庭 国語 数学 理科 社会 外国語 保体 音楽 美術 技術 家庭

小中 1 1 1 1 1 1 1 1 7 1 9 小中 1 1 1 1 1 1 1 1 7 1 9

高校 1 1 1 1 2 1 兼 兼 兼 7 兼 1 兼 8 高校 2 2 2 1 3 1 兼 兼 兼 11 兼 1 兼 12

計 1 2 2 2 2 3 2 1 担任 14 1 1 17 計 1 3 3 3 2 4 2 1 担任 18 1 1 21

1年 8.0 8.0 6.0 6.0 8.0 6.0 2.6 2.6 2.0 2.0 6.8 58.0 1年 12.0 12.0 9.0 9.0 12.0 9.0 3.9 3.9 3.0 3.0 10.2 87.0

2年 8.0 6.0 8.0 6.0 8.0 6.0 2.0 2.0 2.0 2.0 8.0 58.0 2年 12.0 9.0 12.0 9.0 12.0 9.0 3.0 3.0 3.0 3.0 12.0 87.0

3年 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 6.0 2.0 2.0 1.0 1.0 8.0 58.0 3年 9.0 12.0 12.0 12.0 12.0 9.0 3.0 3.0 1.5 1.5 12.0 87.0

計 22.0 22.0 22.0 20.0 24.0 18.0 6.6 6.6 5.0 5.0 22.8 － 計 33.0 33.0 33.0 30.0 36.0 27.0 9.9 9.9 7.5 7.5 34.2 －

●  教諭の小計１８人は、本県の教職員配置基準１１人と比較して７名増であり、加配定数措置を想定
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津島（６学級）
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区分
副
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長

教諭 栄
養
教
諭

養
護
教
諭

合計 合計主要教科

  他の６学級規模校（半田、刈谷）と比較して１名増は、国際バカロレアの導入に必要な加配定数措置を想
定

 技能教科（音楽、美術、家庭）の「兼」は、国際バカロレアの認定を受けるためには、全ての教科において
常勤教員を配置する必要があることから、津島高校に配置する常勤教員が中高を兼務する想定
　※　津島高校に対して、兼務に伴い必要となる非常勤講師時間を措置

 また、技術については、前述と同様の理由により、勤務場所の異なる隣接する中学校の教員が兼務にて
対応することが困難なため、専任教員を配置する想定

事
務
職
員

  各学年３学級ですべての授業を実施することとし、１学年３学級募集の明和の教諭配置人数に、国際バ
カロレアに関するコーディネーター１名を加えて配置することを想定

 技能教科（音楽、美術、家庭）の「兼」は、国際バカロレアの認定を受けるためには、全ての教科において
常勤教員を配置する必要があることから、津島高校に配置する常勤教員が中高を兼務する想定
　※　津島高校に対して、兼務に伴い必要となる非常勤講師時間を措置

 また、技術については、前述と同様の理由により、勤務場所の異なる隣接する中学校の教員が兼務にて
対応することが困難なため、専任教員を配置する想定
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時
間
数

(

週
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各学年
週29時間×３学級展開

津島（９学級相当）

事
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員

用
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員

合計主要教科 技能教科 特別
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等

小計

技能教科 特別
活動
等

小計

区分
副
校
長

１  



 

２  部会等における 意見への対応について（ 教職員定数関連抜粋）  
 

（ 第１ 回部会における 主な意見）  

  ○ 技能教科における 兼務教員の配置について、 近隣の中学校教員によ る 兼務は過

度な負担になる と と も に、学校間の移動も 大変になる ため、兼務教員によ ら ない形

で進めていただき たい。  

  ○ 小中学校において教員の欠員が生じ ている 状況において、 力のある 教員を中高

一貫校へ出すのは苦し いが、若い有望な教員を配置し 、そこ で育てていく つも り で

進めてほし い。  

  ○ 中高一貫校に配置さ れた教員が、 自己のスキルを磨き 、 いずれ地元に戻った際

にその力を生かせる形になる と よ い。  

  ○ できれば中学校免許を持った高校の教員が、 ６ 年間継続し て受け持ってほし い。 

  〇 開校準備員について、 週２ 日従事する こ と は難し い。 週４ 時間指導する 教科も

ある こ と から 、 週１ 日の従事が妥当ではないか。  

  ○ 中高一貫校の立ち上げには、 小中学校の教員の力が必要である こ と は承知し て

いる が、 小中学校における教員不足が深刻な問題である 。  

  ○ 第一次導入校についての案が出さ れたが、 第二次導入校については、 いつ案が

出て検討さ れる のか。  
 

 （ 上記以外の市町村教育長及び小中校長会から の意見）  

  ○ 小中学校教員を併設中学校に派遣する 際、 何年間勤務するこ と になる のか。（ 何

年間で戻し ても ら える のか。） また、 当該教員に対し ても 派遣期間が何年になる の

か伝えたい。  

 

 ≪対応（ 案） ≫  
１  教員不足 

 ○ 教員採用計画において、 併設中学校の設置に伴い必要と なる 教員数を上乗せし

て確保する 。  
 

２  技能教科における 兼務教員の配置 

 ○ 導入校の高校教員が兼務可能である 場合を除き、 非常勤講師によ り 対応する。  

   ※ 中学校教員の兼務によ る 対応は行わない。  
 

３  併設中学校の教員の配置年数 

 ○ 原則、 ３ 年間と する。  

ただし 、 大多数の者が一度に異動と なら ないよ う 配慮し 、 特に、 開校４ 年目～６

年目は、 教科ごと や小中学校教員と 高校教員の異動者のバラ ンスを考慮し ながら 、

在籍５ 年間を上限に年度ごと に分散し て異動さ せる 。  

 ○ また、併設中学校に配置する 高校教員は、中高６ 年間、継続指導ができ るよ う な

仕組みを検討する。  
 

４  開校準備員と し ての勤務日数 

 ○ 開校準備員（ 各教科担当） の導入校での学期中の勤務日数は週１ 日と する 。  
 
５  第二次導入校における教職員配置（ イ メ ージ）   
 豊田西 ６ 学級規模校 

  半田、 刈谷と 同じ 配置を想定 
 

 西尾、 時習館 ６ 学級規模校（ 国際バカロ レア導入）  

  津島と 同じ 配置を想定 
 

 愛知総合工科 ３ 学級規模校 

  開校３ 年目は、 明和の開校１ 年目と 同数の教職員数（ 栄養教諭を除く ） を想定 

  教科別、 小中・ 高校別及び開校初年度・ ２ 年目の配置人数は今後検討する。  
 

 日進 ３ 学級規模校 

   不登校経験のある 生徒が対象であり 、 日進高校と 同様にき め細かな少人数指導

を行う 必要がある こ と から 、 １ 学級４ ０ 人を２ ０ 人ずつの２ グループに分けて全

ての教科の授業を行う こ と を前提と し 、 ６ 学級規模校（ 半田、 刈谷、 豊田西） と 同

数の教職員配置を想定 

   また、 通級指導担当教員などの配置も 検討する。  

 ２  



 
  

 

参 考 

●印は変更点 音楽コース設置校

　【開校１年目】 ２学級 単位：人 　【開校１年目】 ３学級 単位：人

国語 数学 理科 社会
外国
語

保体 音楽 美術 技術 家庭 国語 数学 理科 社会
外国
語

保体 音楽 美術 技術 家庭

小中 1 1 1 1 1 1 1 6 1 8 小中 1 1 1 1 1 1 1 6 1 8

高校 1 1 1 3 兼 1 兼 4 高校 1 1 1 1 4 1 1 兼 6

計 1 2 2 1 1 2 1 兼・非 兼・非 兼・非 兼・非 担任 9 1 1 12 計 1 2 2 1 1 2 1 1 兼・非 兼・非 兼・非 担任 10 1 1 1 14

○  校長は中高一貫校の高等学校長が兼務する ○

●

○  教諭の小計10人は、本県の教職員配置基準８人と比較して２名増であり、加配定数措置を想定

○  特別活動等（特別活動、特別の教科 道徳、総合的な学習の時間）は、学級担任が受け持つことを想定

○  教諭の小計９人は、本県の教職員配置基準７人と比較して２名増であり、加配定数措置を想定

○  栄養教諭の「兼」は、明和高校に専任職員を配置し、第一次導入校４校を兼務することを想定

○  事務職員の高校１名は、県職員の配置を想定

○  用務員の「兼」は、既配置の高校用務員２名による対応を想定

　【開校２年目】 ４学級 単位：人 　【開校２年目】 ６学級 単位：人

国語 数学 理科 社会
外国
語

保体 音楽 美術 技術 家庭 国語 数学 理科 社会
外国
語

保体 音楽 美術 技術 家庭

小中 1 1 1 1 1 1 1 6 1 8 小中 1 1 1 1 1 1 1 6 1 8

高校 1 1 1 1 1 5 兼 1 兼 6 高校 1 1 1 1 2 1 7 1 1 兼 9

計 1 2 2 2 2 2 1 兼・非 兼・非 兼・非 兼・非 担任 11 1 1 14 計 1 2 2 2 2 3 1 1 兼・非 兼・非 兼・非 担任 13 1 1 1 17

　【開校３年目】 ６学級 単位：人 　【開校３年目】 ９学級 単位：人

国語 数学 理科 社会
外国
語

保体 音楽 美術 技術 家庭 国語 数学 理科 社会
外国
語

保体 音楽 美術 技術 家庭

小中 1 1 1 1 1 1 1 6 1 8 小中 1 1 1 1 1 1 1 6 1 8

高校 1 1 2 1 1 1 7 兼 1 兼 8 高校 2 2 2 1 2 1 1 11 1 1 兼 13

計 1 2 2 3 2 2 2 兼・非 兼・非 兼・非 兼・非 担任 13 1 1 16 計 1 3 3 3 2 3 2 1 兼・非 兼・非 兼・非 担任 17 1 1 1 21

1年 8.0 8.0 6.0 6.0 8.0 6.0 2.6 2.6 2.0 2.0 6.8 58.0 1年 12.0 12.0 9.0 9.0 12.0 9.0 3.9 3.9 3.0 3.0 10.2 87.0

2年 8.0 6.0 8.0 6.0 8.0 6.0 2.0 2.0 2.0 2.0 8.0 58.0 2年 12.0 9.0 12.0 9.0 12.0 9.0 3.0 3.0 3.0 3.0 12.0 87.0

3年 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 6.0 2.0 2.0 1.0 1.0 8.0 58.0 3年 9.0 12.0 12.0 12.0 12.0 9.0 3.0 3.0 1.5 1.5 12.0 87.0

計 22.0 22.0 22.0 20.0 24.0 18.0 6.6 6.6 5.0 5.0 22.8 － 計 33.0 33.0 33.0 30.0 36.0 27.0 9.9 9.9 7.5 7.5 34.2 －
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週29時間×2学級

半田、刈谷（６学級）

 技能教科（音楽、美術、技術、家庭）の「兼・非」は、県立高校の教員が兼務、又は非常勤講師による
対応を想定
　※　兼務の場合は、兼務元の学校に必要となる非常勤講師時間を措置
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 栄養教諭の高校１名は、第一次導入校４校を兼務して食育指導等を行うとともに、民間給食事業者
から給食の提供を受ける併設中学校がある場合、献立作成等を行うことを想定
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